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田

口

　

寛 

は
じ
め
に

　『
鎌
倉
大
草
紙
』（
以
下
、『
大
草
紙
』）
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て

「
全
本
」
と
紹
介
さ
れ
た
三
巻
構
成
の
『
史
籍
集
覧
』
所
収
本
が
稿
者
に
よ

っ
て
後
出
本
文
と
見
な
さ
れ
て
相
対
化
さ（

１
）れ

、
近
年
、
日
本
史
学
に
お
い
て

も
、
従
来
「
二
巻
本
系
統
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
系
統
、
す
な
わ
ち
稿
者
の
呼

称
す
る
「
彰
考
館
本
系
統
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き（

２
）た

。
し
か

し
、
当
該
系
統
（
以
下
、「
彰
考
館
本
系
統
」
の
称
を
用
い
る
）
内
部
の
本

文
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
稿
者
が
架
蔵
写
本
を
紹
介
し
た（

３
）際

、
限
定
的
に
言

及
し
た
に
と
ど
ま
り
、
よ
り
詳
し
い
報
告
は
保
留
し
た
ま
ま
で
、
管
見
の
限

り
他
氏
に
よ
る
報
告
も
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
保
留

し
て
い
た
本
文
批
判
・
本
文
批
評
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
で
み
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
昨
今
は
、
本
文
批
判
・
本
文
批
評
に
限
ら
ず
、
そ
れ
を
重
要

素
、
あ
る
い
は
代
表
的
要
素
と
し
て
包
括
す
る
「
文
献
学
」
自
体
に
対
す
る

反
省
の
機
運
が
窺
わ
れ
る（

４
）が

、
ど
の
よ
う
な
研
究
で
あ
れ
、
さ
さ
や
か
で
も

自
己
の
得
た
知
見
を
公
に
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
意
味
な
こ
と
と
は
思
わ

れ
な
い
。

　
本
稿
に
お
い
て
は
ま
た
、
同
様
に
自
己
の
さ
さ
や
か
な
知
見
を
公
に
し
て

き
た
稿
者
の
責
任
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
旧
稿
の
補
訂
も
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。一

　
彰
考
館
本
系
統
伝
本
に
関
す
る
再
説

　
稿
者
は
拙
稿
「『
鎌
倉
大
草
紙
』
原
態
本
文
へ
の
遡
及
」（
二
〇
〇
五
・ 

三
　『
軍
記
と
語
り
物
』
四
一
）
の
注
（
19
）
に
お
い
て
、
彰
考
館
本
系
統

に
属
す
る
伝
本
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
示
し
た
（
伝
本
名
称
に
つ
い
て
は
後

文
で
改
め
て
解
説
す
る
）。

○
彰
考
館
本
系
統
―
彰
考
館
本
（
内
閣
校
本
・
竜
門
本
・
神
宮
本
・

色
川
本
・
南
葵
本
・
尊
経
閣
本
・
神
習
本
も
同
文
）・
孝
純
写
本
・
天

理
付
録
本
（
伊
地
知
本
も
同
文
）・
藤
野
本
（
渡
部
本
も
同
文
）・
村
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上
本
・
北
海
大
本
・
池
田
可
軒
本
（
坂
田
本
も
同
文
）・
類
従
本
（
関

大
本
・
編
纂
所
本
も
同
文
）

　
ま
た
、
そ
の
後
、
拙
稿
「『
鎌
倉
大
草
紙
』
伝
本
書
誌
目
録
稿
（
続
）　

　

布
引
山
人
源
高
敬
に
も
僅
か
に
及
ぶ

　
　
」（
二
〇
一
五
・
三

　『
古
典
遺
産
』

六
四
）
に
お
い
て
、
彰
考
館
本
系
統
に
属
す
る
伝
本
と
し
て
、

　
　
千
秋
文
庫
蔵
本
＝
千
秋
本

　
　
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
本
（
甲
4
2
／
1
5
9
）
＝
松
浦
寛
延
本

　
　
松
林
靖
明
氏
蔵
本
（
藤
原
家
旧
蔵
）
＝
藤
原
本

　
　
架
蔵
写
本

と
い
う
四
本
を
加
え
た
。
な
お
、
藤
原
本
は
、
松
林
氏
逝
去
後
、
甲
南
女
子

大
学
図
書
館
松
林
靖
明
文
庫
蔵
本
と
な
っ
て
い（

５
）る

。

　
以
上
に
つ
い
て
、
伝
本
名
称
を
現
所
蔵
者
の
現
正
式
名
称
（
旧
稿
で
旧
称

を
用
い
た
場
合
は
、
旧
称
を
括
弧
内
注
記
）、
及
び
個
体
識
別
情
報
と
し
、

さ
ら
に
略
称
を
追
記
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
後
文
に
詳
述
す
る
補
訂
も
施

し
た
上
で
一
覧
化
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な（

６
）る

。

・
徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
旧
「
水
府
明
徳
会
彰
考
館
」）
蔵
本
＝
彰
考

館
本

　
　
　（
上
掲
と
同
文
の
伝
本
）

・
国
立
公
文
書
館
（
内
閣
文
庫
）
蔵
本
（
1
6
7
／
1
0
2
）
＝

内
閣
校
本

　
　
　
・
阪
本
竜
門
文
庫
蔵
本
＝
竜
門
本

　
　
　
・
神
宮
文
庫
蔵
本
＝
神
宮
本

　
　
　
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
一
冊
本
（
色
川
三
中
旧
蔵
）
＝
色
川
本

・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
（
南
葵
文
庫
）
蔵
本
（
Ｇ
2
4
／

4
0
0
）
＝
南
葵
本

　
　
　
・
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
＝
尊
経
閣
本

　
　
　
・
無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
本
＝
神
習
本

　
　
　
・
千
秋
文
庫
蔵
本
＝
千
秋（

７
）本

・
群
馬
大
学
総
合
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
中
央
図
書
館
（
旧
「
群

馬
大
学
附
属
図
書
館
」）
新
田
文
庫
蔵
一
冊
本
＝
孝
純
写
本

・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
2
1
0
・
4
／
6
9
②
）
＝

天
理
付
録
本

　
　
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
伊
地
知
文
庫
蔵
本
＝
伊
地
知
本

　
　
・
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
（
藤
野
古
白
旧
蔵
）
＝
藤
野
本

　
　
　（
上
掲
と
同
文
の
伝
本
）

　
　
　
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
渡
部
信
旧
蔵
）
＝
渡
部
本

・
刈
谷
市
中
央
図
書
館
（
旧
「
刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
」）
村
上
文
庫

蔵
本
＝
村
上
本

　
　
・
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
北
駕
文
庫
蔵
本
＝
北
海
大
本

・
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
本
（
2
1
0
・
4
／
8
）

＝
池
田
可
軒
本

　
　
　（
上
掲
と
同
文
の
伝
本
）

・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
（
南
葵
文
庫
）
蔵
本
（
Ｇ
2
4
／
8

 
1
 

8
。
坂
田
諸
遠
旧
蔵
）
＝
坂
田
本
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・『
群
書
類
従
』
所
収
版
本
＝
類
従
本

　
　
　（
上
掲
と
同
文
の
伝
本
）

　
　
　
・
関
西
大
学
図
書
館
岩
崎
美
隆
文
庫
蔵
本
＝
関
大
本

・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
（
4
1
4
0
・
4
／
1
4
）
＝
編

纂
所
本

　
　
・
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
本
（
甲
4
2
／
1
5
9
）
＝
松
浦
寛
延
本

・
甲
南
女
子
大
学
図
書
館
松
林
靖
明
文
庫
蔵
本
（
藤
原
家
旧
蔵
）
＝

藤
原
本

　
　
・
架
蔵
写
本

　
こ
れ
ら
の
中
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
孝
純
写
本
・
天
理
付
録
本
・
伊
地
知

本
・
藤
野
本
（
・
渡
部
本
）・
松
浦
寛
延
本
・
藤
原
本
が
さ
ら
に
同
系
の
小

群
を
な
す
こ
と
を
報
告
す
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
「
旧
稿
の
補
訂
」
に
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
村
上
本
・
北
海
大
本
・
池
田
可
軒
本
（
・
坂
田
本
）・
架

蔵
写
本
と
い
う
小
群
に
関
す
る
も
の
も
あ
る
。

二
　
本
稿
に
取
り
上
げ
る
小
群
（
一
）

　
彰
考
館
本
系
統
に
お
い
て
、
彰
考
館
本
に
対
し
て
孝
純
写
本
・
天
理
付
録

本
・
伊
地
知
本
・
藤
野
本
（
・
渡
部
本
）・
松
浦
寛
延
本
・
藤
原
本
が
小
群

を
な
す
根
拠
と
な
る
要
素
は
、
類
従
本
で
い
う
「
上
巻
」
相
当
部
に
一
箇

所
、「
下
巻
」
相
当
部
に
二
箇
所
程
度
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
必
ず
し

も
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
充
分
に
相
互
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
類
従
本
「
下
巻
」
相
当
部
の
二
箇
所
は
、
し
か
も
一
続
き
の
本
文
の
中

で
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
識
別
の
し
易
さ
に
よ
っ
て
排
列
し
、
実
際
の

本
文
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
別
に
刊
行
本
文
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
ま
ず
は
、
彰
考
館
本
に
対
し
、
再
三
述
べ
る
と
お
り
孝
純
写
本
・
天
理
付

録
本
・
伊
地
知
本
・
藤
野
本
（
・
渡
部
本
）・
松
浦
寛
延
本
・
藤
原
本
の
全

て
が
共
通
の
要
素
を
有
す
る
部
分
に
つ
い
て
例
示
す
る
（
彰
考
館
本
に
お
け

る
、
稿
者
に
よ
る
傍
線
部
が
、
下
掲
の
本
に
は
、
こ
れ
も
稿
者
に
よ
る
×
印

の
と
お
り
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
各
本
文
に
は
、
種
々
の
字
体
が
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
通
行
の
も
の
に
改
め
る
。
以
下
も
同
じ
）。

①
（
下
巻
）

彰
考
館

　
　
上
杉
扇
の
谷
の
大
将
修
理
大
夫
政
真
も
打
死
な
り
行
年
廿
四
歳

此
人
い
ま
た
子
な
か
り
し
か
は
一
家
の
老
臣
と
も
評
定
し
て

故
持
朝
の
三
男
定
政
を
修
理
大
夫
に
任
し
扇
の
谷
の
家
督
と

な
す

孝
純
写

　
　
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
大
夫
政
真
モ
打
死
也
行
年
廿
四
歳
此
人

未
子
無
リ
シ
カ
ハ
×
三
男
定
政
ヲ
修
理
大
夫
ニ
任
シ
扇
谷
ノ

家
督
ト
成
ス

天
理
付
録

　
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
太
夫
政
真
モ
討
死
也
行
年
廿
四
歳
此
人

未
タ
子
ナ
カ
リ
シ
カ
ハ
×
三
男
定
政
ヲ
修
理
太
夫
ニ
任
シ
扇

谷
ノ
家
督
ト
成
ス

伊
地
知

　
　
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
太
夫
政
真
モ
討
死
也
行
年
廿
四
歳
此
人

未
タ
子
ナ
カ
リ
シ
カ
ハ
×
○
（
右
傍
に
「
疑
ク
ハ
持
朝
ノ
二
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字
ヲ
脱
」）
三
男
定
政
ヲ
修
理
太
夫
ニ
任
シ
扇
谷
ノ
家
督
ト
成

ス

藤
野

　
　
　
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
太
夫
政
真
モ
討
死
ナ
リ
行
年
廿
四
歳
此

人
イ
マ
タ
子
ナ
カ
リ
シ
カ
ハ
×
三
男
定
政
ヲ
修
理
太
夫
ニ
任

シ
扇
谷
ノ
家
督
ト
成
ス

松
浦
寛
延

　
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
大
夫
政
真
モ
打
死
也
行
年
廿
四
歳
此
人

イ
マ
タ
子
ナ
カ
リ
シ
カ
ハ
×
三
男
定
政
ヲ
修
理
大
夫
ニ
任
レ

之
扇
谷
ノ
家
督
ト
ナ
ス

藤
原

　
　
　
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
大
夫
政
真
モ
打
死
ナ
リ
行
年
廿
四
歳
此

人
イ
マ
タ
子
ナ
カ
リ
シ
カ
ハ
×
三
男
定
政
ヲ
修
理
大
夫
ニ
任

シ
扇
谷
ノ
家
督
ト
ナ
ス

　
上
掲
の
部
分
は
、
彰
考
館
本
の
よ
う
に
、
扇
谷
上
杉
政
真
が
二
四
歳
で
討

死
し
、
ま
だ
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
家
臣
た
ち
の
評
定
に
よ
っ
て
、
同

族
持
朝
の
三
男
で
あ
る
定
政
（
定
正
）
が
家
督
を
継
い（

８
）だ

、
と
い
う
文
脈
に

な
る
は
ず
で
あ
ろ
う
が
、
彰
考
館
本
以
外
の
本
で
は
い
ず
れ
も
、
子
の
い
な

い
政
真
に
三
男
が
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
明
ら
か
に
欠
脱
が

起
こ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
伊
地
知
本
に
、「
疑
ク
ハ
持
朝
ノ
二
字
ヲ
脱
」

と
い
う
注
記
が
あ
る
こ
と
も
、
欠
脱
に
よ
る
文
脈
の
不
自
然
さ
を
裏
付
け

よ（
９
）う

。

　
次
に
、
問
題
と
な
る
小
群
の
中
か
ら
、
天
理
付
録
本
と
伊
地
知
本
の
み
が

同
様
に
欠
脱
を
起
こ
し
て
い
る
例
を
示
す
（
括
弧
内
に
示
し
た
後
続
の
文
に

つ
い
て
は
後
に
取
り
上
げ
る
）。

②
（
下
巻
）

彰
考
館

　
　（
文
明
三
年
…
…
）
翌
年
の
春
千
葉
よ
り
成
氏
公
御
発
向
あ
り

て
古
河
城
を
責
落
し
終
に
御
帰
参
あ
り
け
り
さ
て
又
五
十
子

へ
御
勢
を
む
け
ら
れ
合
戦
や
む
時
な
か
り
け
れ
は
文
明
（

　

年
十
一
月
廿
四
日
…
…
）

孝
純
写

　
　（
文
明
三
年
…
…
）
翌
年
春
千
葉
ヨ
リ
成
氏
公
御
発
向
ア
リ
テ

古
河
城
ヲ
攻
落
シ
終
ニ
御
帰
参
有
ケ
ル
扨
又
五
十
子
ヘ
御
勢

ヲ
向
ラ
レ
合
戦
止
時
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ
文
明
（

　
年
十
一
月
廿

四
日
…
…
）

天
理
付
録

　（
文
明
三
年
…
…
）
翌
年
ノ
春
千
葉
ヨ
リ
成
氏
公
御
発
向
有
テ

古
河
城
ヲ
攻
落
シ
終
ニ
御
帰
参
有
ケ
ル
扨
×
文
明
（
五
年

十
一
月
廿
四
日
…
…
）

伊
地
知

　
　（
文
明
三
年
…
…
）
翌
年
ノ
春
千
葉
ヨ
リ
成
氏
公
御
発
向
有
テ

古
河
城
ヲ
攻
落
シ
終
ニ
御
帰
参
有
ケ
ル
扨
×
文
明
（
八
年

十
一
月
廿
四
日
…
…
）

藤
野

　
　
　（
文
明
三
年
…
…
）
翌
年
春
千
葉
ヨ
リ
成
氏
公
御
発
向
ア
リ
テ

古
河
城
ヲ
攻
落
シ
終
ニ
御
帰
参
有
ケ
ル
扨
又
五
十
子
ヘ
御
勢

ヲ
向
ラ
レ
合
戦
止
時
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ
文
明
（

　
年
十
一
月
廿

四
日
…
…
）

松
浦
寛
延

　（
文
明
三
年
…
…
）
翌
年
春
千
葉
ヨ
リ
成
氏
公
御
発
向
ア
リ
テ
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古
河
城
ヲ
攻
落
シ
終
ニ
御
帰
城
有
ケ
ル
扨
又
五
十
子
ヘ
御
勢

ヲ
向
ラ
レ
合
戦
止
時
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ
文
明
（
五
年
十
一
月
廿

四
日
…
…
）

藤
原

　
　
　（
文
明
三
年
…
…
）
翌
年
春
千
葉
ヨ
リ
成
氏
公
御
発
向
ア
リ
テ

古
河
○城

ヲ
攻
落
シ
終
ニ
御
帰
参城

（
参城

―
左
傍
に
「
○
」）
有
ケ

ル
扨
又
五
十
子
ヘ
御
勢
ヲ
向
ラ
レ
合
戦
止
時
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ

文
明
（
○
年
十
一
月
廿
四
日
…
…
）

　
上
掲
の
部
分
か
ら
は
、
問
題
と
な
る
小
群
の
中
に
お
い
て
、
天
理
付
録
本

と
伊
地
知
本
と
が
、
そ
れ
以
外
の
本
に
対
し
て
別
の
小
群
を
形
成
し
て
お

り
、
彰
考
館
本
か
ら
さ
ら
に
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
。

　
と
こ
ろ
が
一
方
、
問
題
と
な
る
小
群
や
、
そ
の
中
に
あ
る
天
理
付
録
本
・

伊
地
知
本
と
い
う
小
群
に
お
い
て
、
天
理
付
録
本
の
み
が
彰
考
館
本
の
有
す

る
本
文
を
保
有
し
、
そ
れ
以
外
の
本
が
欠
脱
を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
例
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
示
す
。

③
（
上
巻
）

彰
考
館

　
　
抑
如
此

　
上
意
厳
重
候
之
間
自
是
重
而
被
成
御
教
書
候
雖
然
都

鄙
背
貴
命
而
強
叛
逆
之
輩

仁　

被
致
同
候
者

孝
純
写

　
　
抑
如
此

　
上
意
厳
重
候
間
自
是
×
強
叛
逆
之
輩
ニ
被
致
同
意
候

者

天
理
付
録

　
抑
如
此

　
上
意
厳
重
候
間
自
是
而
被
成
御
教
書
候
雖
然
都
鄙
背

貴
命
而
強
テ
叛
逆
之
輩
ニ
被
致
同
意
候
者

伊
地
知

　
　
抑
如
此

　
上
意
厳
重
候
間
自
是
×
強
叛
逆
之
輩
ニ
被
致
同
意
候

者

藤
野

　
　
　
抑
如
此

　
上
意
厳
重
候
間
自
是
×
強
叛
逆
之
輩
ニ
被
致
同
候
者

松
浦
寛
延

　
抑
如
此

　
上
意
厳
重

ニ　

候
間
自
是
×
強
叛
逆
之
輩
被
致
同
候
者

藤
原

　
　
　
抑
如
此

　
上
意
厳
重
候
間
自
是
×
強
叛
逆
之
輩
被
致
同
候
者

　
上
掲
の
部
分
は
、
上
杉
禅
秀
の
乱
に
関
わ
る
応
永
二
三
（
一
四
一
六
）
年

一
二
月
二
五
日
今
川
上
総
介
（
範
政
）
回
状
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
回
状

は
、『
大
草
紙
』
等((1

(

に
掲
載
の
も
の
と
は
別
に
文
書
写
が
伝
わ
っ
て
お
り
、

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
結
城
古
文
書
』（
わ
2
1
0
･
0
8
／
1
2
）
に

収
載
さ
れ
て
い
る
。
翻
刻
本
文
は
諸
書
（『
福
島
県
史
』「
宇
津
宮
某
書
状

案
」・『
栃
木
県
史
』「
某
書
状
寫
」
等
）
に
見
ら
れ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て

は
便
宜
的
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
史
料
』（
七
編
二
五
）
応

永
二
三
年
一
二
月
二
三
日
条
「〔
結
城
古
文
書
寫
〕

坤
　
　
　
　

〇
有
造
館
本

」
に
よ
る
と
、

抑
如
此
上
意
嚴
重
候
之
間
、
自
是

モ　

、
重
而
被
成
御
敎
書
候
、
雖
然
、

輕
都
鄙
貴
命
而
強
叛
逆
之
輩

仁　

被
致
同
心
候
者
、

と
あ
り
、
彰
考
館
本
が
引
用
文
書
の
本
文
を
比
較
的
忠
実
に
保
存
し
て
い
る

こ
と
が
窺
わ
れ

）
((
（

る
。

　
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
小
群
の
中
の
各
本
の
関
係
で
あ
る
が
、
①

～
③
の
例
か
ら
見
れ
ば
、
現
存
す
る
孝
純
写
本
・
天
理
付
録
本
・
伊
地
知
本

・
藤
野
本
（
・
渡
部
本
）・
松
浦
寛
延
本
・
藤
原
本
の
い
ず
れ
か
一
本
が
小
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群
の
祖
本
、
あ
る
い
は
祖
本
と
全
く
同
文
の
本
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
小
群
の
祖
本
と
は
、
①
は
欠
脱
を
起
こ
し
た
も
の
の
、
②
と
③
は

保
有
し
た
本
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
祖
本
か
ら
、
②
は
保
有
し
③
は
欠
脱

を
起
こ
し
た
小
群
と
、
③
は
保
有
し
②
は
欠
脱
を
起
こ
し
た
小
群
と
の
、
そ

れ
ぞ
れ
の
祖
本
が
写
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
彰
考
館
本

か
ら
、
問
題
と
な
る
小
群
の
現
存
本
ま
で
の
間
に
二
つ
の
段
階
が
存
在
し
、

さ
ら
に
第
二
の
段
階
は
二
つ
に
分
か
れ
て
い
た
と
い
う
想
定
で
あ
る
。
そ
の

場
合
に
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
、
な
ぜ
伊
地
知
本
は
①
も

②
も
③
も
欠
脱
を
起
こ
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
が
あ
る
が
、
伊
地
知
本
は

天
理
付
録
本
と
同
じ
く
、
③
は
保
有
し
②
は
欠
脱
を
起
こ
し
た
小
群
に
属
す

も
の
の
、
天
理
付
録
本
の
よ
う
な
本
か
ら
さ
ら
に
伊
地
知
本
が
書
写
さ
れ
る

際
）
(1
（

に
、
偶
然
に
も
別
の
小
群
と
同
じ
く
③
に
お
け
る
「
而
被
成
御
教
書
候
雖

然
都
鄙
背
貴
命
而
」
と
い
う
部
分
を
写
し
落
と
し
た
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
解
消
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
彰
考
館
本
と
、
②
は

保
有
し
③
は
欠
脱
を
起
こ
し
た
小
群
の
殆
ど
の
本
と
が
、
③
に
お
い
て
「
被

致
同
候
者
」
と
す
る
部
分
が
、
天
理
付
録
本
・
伊
地
知
本
に
お
い
て
は
「
被

致
同
意
候
者
」（
傍
線
稿
者
）
と
す
る
点
が
、
些
か
の
補
強
に
な
ろ
う
か
と

考
え

）
(1
（

る
。

　
こ
れ
ま
で
本
稿
に
お
い
て
挙
げ
た
例
が
、
前
半
（
上
巻
）
と
比
べ
る
と
後

半
（
下
巻
）
の
ほ
う
が
多
い
原
因
・
理
由
に
つ
い
て
は
、
い
ま
俄
か
に
明
言

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
書
写
の
集
中
力
が
落
ち
て
欠
脱
が
起
こ
り
易
い

の
は
、
前
半
よ
り
は
後
半
と
い
え
よ
う
か
。

　
以
下
は
、
こ
れ
ま
で
の
例
と
異
な
り
、
数
文
字
の
違
い
に
小
群
内
の
各
本

の
関
係
が
窺
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
彰
考
館
本
に
見
ら
れ
る
不
可
解
な
表
記
に
対
し
て
、
孝
純
写
本
・
藤

野
本
・
藤
原
本
が
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
天
理
付
録
本
・
伊
地
知
本
・
松
浦
寛

延
本
が
修
正
を
加
え
て
い
る
例
を
示
す
。

④
（
下
巻
）

彰
考
館

　
　
両
上
杉
を
襲
け
る
間
天
文
九
年
正
月
十
九
日
の
夜

孝
純
写

　
　
両
上
杉
ヲ
襲
ケ
ル
間
天
文
九
年
正
月
十
九
日
ノ
夜

天
理
付
録

　
両
上
杉
ヲ
襲
ケ
ル
間
文
明
九
年
正
月
十
九
日
ノ
夜

伊
地
知

　
　
両
上
杉
ヲ
襲
ケ
ル
間
文
明
九
年
正
月
十
九
日
ノ
夜

藤
野

　
　
　
両
上
杉
ヲ
襲
ケ
ル
間
天
文
九
年
正
月
十
九
日
ノ
夜

松
浦
寛
延

　
両
上
杉
ヲ
襲
ケ
ル
間
文
明
九
年
正
月
十
九
日
ノ
夜

藤
原

　
　
　
両
上
杉
ヲ
襲
ケ
ル
間
天
文
九
年
正
月
十
九
日
ノ
夜

　
上
掲
の
部
分
は
、
長
尾
景
春
の
乱
に
関
す
る
記
述
の
一
部
で
、
彰
考
館
本

以
下
に
見
ら
れ
る
「
天
文
」
と
い
う
年
号
（
一
五
三
二
～
五
五
）
は
、
明
ら

か
な
誤
り
で
あ

）
(1
（

る
。
な
ぜ
「
天
文
」
と
書
き
誤
っ
た
か
に
つ
い
て
も
検
討
の

余
地
が
あ
る
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
見
て
も
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～

八
七
）
の
出
来
事
で
あ
る
た
め
、
松
浦
寛
延
本
に
つ
い
て
は
書
写
者
が
自
身

の
判
断
で
訂
正
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
理
付
録
本
と
伊
地
知
本
と
が
同

様
に
「
文
明
」
と
す
る
こ
と
も
、
個
々
の
書
写
者
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
捉
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え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
両
本
が
小
群
を
な
す
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
当

該
小
群
の
祖
本
の
段
階
で
「
文
明
」
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
得
よ

う
。

　
次
は
、
彰
考
館
本
の
本
文
は
問
題
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孝
純
写
本

・
天
理
付
録
本
・
伊
地
知
本
が
誤
記
を
犯
し
て
い
る
例
を
示
す
。

⑤
（
下
巻
）

彰
考
館

　
　
其
旧
跡
い
ま
に
の
こ
り
け
る
を
応
仁
元
年
長
尾
景
人
か
沙
汰
と

し
て

孝
純
写

　
　
其
旧
跡
イ
マ
ニ
残
リ
ケ
ル
ヲ
応
永
元
年
長
尾
景
久
カ
沙
汰
ト
シ

テ

天
理
付
録

　
其
旧
跡
今
ニ
残
リ
ケ
ル
ヲ
応
永
元
年
長
尾
景
久
カ
沙
汰
ト
シ
テ

伊
地
知

　
　
其
旧
跡
今
ニ
残
リ
ケ
ル
ヲ
応
永
元
年
長
尾
景
久
カ
沙
汰
ト
シ
テ

藤
野

　
　
　
其
旧
跡
今
ニ
残
リ
ケ
ル
ヲ
応
仁
元
年
長
尾
景
久
カ
沙
汰
ト
シ
テ

松
浦
寛
延

　
其
旧
跡
イ
マ
ニ
残
ケ
ル
ヲ
応
仁
元
年
長
尾
景
人
カ
沙
汰
ト
シ
テ

藤
原

　
　
　
其
旧
跡
イ
マ
ニ
残
リ
ケ
ル
ヲ
応
仁
元
年
長
尾
景
人
ガ
沙
汰
ト
シ

テ

　
上
掲
の
部
分
は
、
足
利
学
校
関
係
記
事
中
の
一
文
で
あ
る
。
拙
稿
に
お
い

て
既
に
言
及
し
た
こ
と
を
再
説
し
て
お
く
と
、
本
来
「
応
仁
」
と
あ
る
べ
き

年
号
を
「
応
永
」
と
す
る
伝
本
に
は
、
屋
代
弘
賢
蔵
本
を
親
本
と
す
る
伊
地

知
本
が
あ
る
が
、
類
従
本
の
校
合
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
弘
賢
蔵
本
も
、
類

従
本
の
校
注
に
よ
れ
ば
該
当
す

）
(1
（

る
。
た
だ
し
、
管
見
の
限
り
現
存
を
確
認
で

き
る
伝
本
の
中
に
は
、
弘
賢
蔵
本
で
あ
っ
た
と
明
言
し
得
る
も
の
は
見
出
せ

な
い
。
ま
た
、
本
来
「
長
尾
景
人
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
「
長
尾
景
久
」

と
す
る
伝
本
は
、
系
統
を
超
え
て
見
ら
れ

）
(1
（

る
。
単
に
「
人
」
と
「
久
」
と
の

字
形
が
紛
ら
わ
し
い
故
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
に
お

い
て
は
、
小
群
に
お
い
て
孝
純
写
本
・
天
理
付
録
本
・
伊
地
知
本
の
三
本
に

限
り
再
び
共
通
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
の
み
に
注
目
す
る
。
例
③
や
⑤
か
ら

見
れ
ば
、
天
理
付
録
本
・
伊
地
知
本
の
小
群
、
取
り
分
け
伊
地
知
本
に
、
孝

純
写
本
が
関
係
を
有
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る

）
(1
（

が
、
孝

純
写
本
は
、
書
写
者
で
あ
る
岩
松
孝
純
に
よ
る
奥
書
に
よ
れ
ば
、
親
本
は
木

村
弥
十
郎
（
毅
斎
高
敦
）
蔵
本

）
(1
（

で
、
伊
地
知
本
の
親
本
で
あ
る
弘
賢
蔵
本
と

何
ら
か
の
接
点
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
弘
賢
蔵
本
だ
け
で
な
く
木
村
弥

十
郎
蔵
本
も
伝
存
未
確
認
の
た
め
検
証
し
難
い
。

　
な
お
、
前
掲
の
拙
稿
「『
鎌
倉
大
草
紙
』
伝
本
書
誌
目
録
稿
（
続
）」
⑷
松

浦
寛
延
本
に
お
い
て
、
同
本
の
説
明
と
し
て
、「
11
孝
純
写
本
・
⑹
藤
原
本

と
同
類
。
本
文
の
質
は
孝
純
写
本
よ
り
下
位
（
後
出
）
と
判
断
さ
れ
る
が
、

書
写
年
時
（
寛
延
元
年
一
二
月
二
三
日
）
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
孝
純
写
本

の
祖
本
の
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
」
と
し
た
が
、
松
浦
寛
延
本
や
藤
原
本

が
「
孝
純
写
本
よ
り
下
位
（
後
出
）」
か
ど
う
か
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る

も
の
の
、
三
本
は
あ
く
ま
で
「
同
類
」
で
あ
っ
て
、
全
く
「
同
文
」
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
例
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
次
は
、
彰
考
館
本
に
見
ら
れ
る
不
可
解
な
本
文
の
た
め
に
孝
純
写
本
・
藤
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野
本
・
藤
原
本
が
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
天
理
付
録
本
・
伊
地
知
本
・
松
浦
寛

延
本
が
修
正
を
加
え
て
い
る
例
を
示
す
。

⑥
（
下
巻
）

彰
考
館

　
　
さ
て
又
五
十
子
ヘ
御
勢
を
む
け
ら
れ
合
戦
や
む
時
な
か
り
け
れ

は
文
明

　
年
十
一
月
廿
四
日
上
杉
扇
の
谷
の
大
将
修
理
大
夫

政
真
も
打
死
な
り

孝
純
写

　
　
扨
又
五
十
子
ヘ
御
勢
ヲ
向
ラ
レ
合
戦
止
時
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ
文
明

　
年
十
一
月
廿
四
日
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
大
夫
政
真
モ
打

死
也

天
理
付
録

　
扨
文
明
五
年
十
一
月
廿
四
日
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
太
夫
政
真

モ
討
死
也

伊
地
知

　
　
扨
文
明
八
年
十
一
月
廿
四
日
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
太
夫
政
真

モ
討
死
也

藤
野

　
　
　
扨
又
五
十
子
ヘ
御
勢
ヲ
向
ラ
レ
合
戦
止
時
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ
文
明

　
年
十
一
月
廿
四
日
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
太
夫
政
真
モ
討

死
ナ
リ

松
浦
寛
延

　
扨
又
五
十
子
ヘ
御
勢
ヲ
向
ラ
レ
合
戦
止
時
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ
文
明

五
年
十
一
月
廿
四
日
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
大
夫
政
真
モ
打

死
也

藤
原

　
　
　
扨
又
五
十
子
ヘ
御
勢
ヲ
向
ラ
レ
合
戦
止
時
ナ
カ
リ
ケ
レ
ハ
文
明

○
年
十
一
月
廿
四
日
上
杉
扇
谷
ノ
大
将
修
理
大
夫
政
真
モ
打

死
ナ
リ

　
上
掲
の
部
分
は
、
例
②
の
説
明
に
お
い
て
、「
後
に
取
り
上
げ
る
」
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
彰
考
館
本
が
年
号
の
み
記
し
て
年
数
を
記
さ
な
い
こ
と
に

対
し
、
空
白
を
引
き
継
ぐ
本
と
「
五
」
年
と
す
る
本
と
が
あ
り
（「
五
」
年

と
す
る
本
が
、
系
統
を
超
え
て
多
く
見
ら
れ
る
）、
伊
地
知
本
の
み
「
八
」

年
と
し
て
い
る
。
伊
地
知
本
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
読
み
進
め
て

い
っ
た
時
に
、
そ
の
次
に
年
号
・
年
数
が
と
も
に
明
記
さ
れ
る
箇
所
に
、

「
文
明
九
年
」
と
あ
る
こ
と
（
例
④
）
に
よ
り
、
そ
の
前
年
の
こ
と
と
捉
え

て
補
記
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
伝
本
間
に
、
書
承
関
係
を
超
え
出
で
て
、

各
本
の
書
写
者
ご
と
の
判
断
が
働
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
特
殊
な
例

で
あ
る
。

　
最
後
に
、
こ
れ
も
拙

）
(1
（

稿
の
再
説
に
な
る
が
、
参
考
ま
で
に
言
及
し
て
お

く
。
こ
れ
ま
で
天
理
付
録
本
・
伊
地
知
本
の
小
群
に
対
す
る
、
孝
純
写
本
・

藤
野
本
・
松
浦
寛
延
本
・
藤
原
本
の
小
群
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
き
た
が
、

こ
の
小
群
の
中
に
お
い
て
、
藤
野
本
は
さ
ら
な
る
長
文
の
欠
脱
を
起
こ
し
て

い
る
の
で
あ
る
（
本
文
は
彰
考
館
本
と
藤
野
本
の
み
掲
げ
、
他
は
彰
考
館
本

に
代
表
さ
せ
る
）。

（
下
巻
）

彰
考
館

　
　
関
東
八
州
所
々
に
て
合
戦
止
時
な
く
を
の
つ
か
ら
修
羅
道
の
岐

と
成
人
民
耕
作
を
い
と
な
む
事
あ
た
は
す
飢
饉
し
て
餓
死
に
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及
ふ
も
の
数
を
し
ら
す
…
（
略
）
…
成
氏
の
味
方
も
勝
軍
は

し
た
り
け
れ
と
も
一
方
の
大
将
鳥
山
深
手
負
死
け
れ
は
本
陳（

陣
）

へ
引
か
へ
す
上
杉
方
へ
は
上
州
よ
り
新
田
岩
松
小
二
郎
金
井

新
左
衛
門
以
下
荒
手
加
り
け
れ
は

藤
野

　
　
　
関
東
八
州
所
々
ニ
テ
合
戦
止
時
ナ
ク
自
ラ
修
羅
道
ノ
岐
ト
成
人

民
耤

（
耕
カ
）（

来
＋
昔
）
作
ヲ
営
事
ア
タ
ハ
ス
飢
饉
×
方
ヘ
ハ
上
州

ヨ
リ
新
田
岩
松
北

（
小
カ
）二

郎
金
井
新
左
衛
門
以
下
荒
手
加
リ
ケ
レ

ハ

　
上
掲
の
部
分
は
、
藤
野
本
に
お
い
て
は
、
欠
脱
が
ち
ょ
う
ど
第
一
八
丁
ウ

ラ
か
ら
第
一
九
丁
オ
モ
テ
へ
の
改
丁
の
部
分
で
起
こ
っ
て
い
る
が
、
渡
部
本

は
第
五
五
丁
ウ
ラ
第
二
行
頭
に
「
饉
」
と
記
し
た
後
、
丁
を
変
え
て
「
方
ヘ

ハ
」（
後
略
）
と
記
し
て
い
る
。
藤
野
本
が
落
丁
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
書
写

し
た
も
の
が
渡
部
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
藤
野
本
の
後
ろ
に
渡
部
本
を

置
く
所
以
で
あ
る
。

三
　
本
稿
に
取
り
上
げ
る
小
群
（
二
）

　
以
上
に
述
べ
た
彰
考
館
本
系
統
内
の
小
群
と
は
別
に
、
先
述
し
た
と
お
り

同
系
統
内
に
は
、
村
上
本
と
、
北
海
大
本
及
び
池
田
可
軒
本
（
坂
田
本
も
同

文
）・
架
蔵
写
本
と
い
う
小
群
が
あ
る
。
こ
の
小
群
に
つ
い
て
は
、
共
通
要

素
の
一
部
が
、
全
く
別
系
統
の
「
東
博
本
系
統
」
も
巻
き
込
ん
で
見
ら
れ
る

こ
と
を
既
に
拙

）
11
（

稿
に
お
い
て
述
べ
て
い
る
。
再
説
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
省

略
す
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
補
説
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
と
い
う
の
は
、
足
利
学
校
関
係
記
事
中
（
下
巻
）、
彰
考
館
本
に
、

【
書
承
関
係
推
定
図
】

 

彰
考
館
本
・
同
文
の
本 

  

　 

（
例
①
を
欠
）
→ 

小
群
の
祖
本 

 

　
　
　（
例
③
を
欠
）
→ 

祖
本
（
二
）・
木
村
弥
十
郎
蔵
本
等 

　 　 

　
　
　
→ 

孝
純
写
本
・
松
浦
寛
延
本
・
藤
原
本

　 

　
　
　
→ 

藤
野
本
（
落
丁
？
）
→
渡
部
本

 

　
　（
例
②
を
欠
）
→ 

祖
本
（
二
）・
天
理
付
録
と
同
文
の
親
本 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
・
屋
代
弘
賢
蔵
本
等

　
　 

　

　 　 

　
　
→
天
理
付
録
本

　
　
　
　（
例
③
を
欠
）
→
伊
地
知
本
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此
足
利
の
学
校
は
上
代
永（

承
）

和
六
年
に
小
野
篁
上
野
の
国
司
た
り
し
時

建
立
の
所
同
九
年
篁
奥

（
マ
マ
）守

に
な
り
て
下
向
の
時
此
所
に
学
所
を
た
て

け
る
よ
し

と
あ
り
、
類
従
本
も
同
様
に
（
本
文
は
架
蔵
版
本
に
よ
る
）、

此
足
利
の
学
校
は
上
代
承
和
六
年
に
小
野
篁
上
野
の
国
司
た
り
し
と

き
建
立
の
所
同
九
年
篁
陸
奥
守
に
な
り
て
下
向
の
時
此
所
に
学
所
を

た
て
け
る
よ
し

と
あ
る
、
稿
者
に
よ
る
傍
線
部
に
つ
い
て
、
池
田
可
軒
本
（
・
坂
田
本
）・

架
蔵
写
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
目
移
り
に
よ
る
と
思
し
き
欠
脱
が
起
こ
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
改
め
て
特
に
こ
れ
ら
の
本
の
近
さ
が
窺
わ
れ
る
が
、
架
蔵
写

本
翻
刻
凡
例
に
、「
原
本
の
欠
脱
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
亀
甲
括
弧
〔

　
〕

を
入
れ
、
括
弧
内
を
架
蔵
の
『
群
書
類
従
』
版
本
に
て
補
っ
た
」
と
す
る
旧

稿
は
、
当
該
部
分
の
翻
刻
本
文
に
補
記
を
加
え
て
お
ら
ず
、
不
備
を
犯
し
て

し
ま
っ

）
1(
（

た
。

　
　
　
お
わ
り
に

　
如
上
、
本
文
批
判
・
本
文
批
評
上
の
問
題
と
し
て
も
些
末
に
過
ぎ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、『
大
草
紙
』
彰
考
館
本
系
統
に
関
す
る
、
自
己
の
得
て
い
る

さ
さ
や
か
な
知
見
を
公
表
し
、
ま
た
、
旧
稿
の
補
訂
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　
そ
の
過
程
で
の
随
想
だ
が
、
書
承
関
係
に
お
い
て
一
写
本
の
書
き
写
さ
れ

る
元
の
本
を
「
親
本
」
と
い
う
よ
う

）
11
（

に
、
伝
本
に
は
親
子
に
譬
え
ら
れ
る
関

係
が
あ
り
、
伝
本
間
に
は
親
疎
も
あ
る
。
ま
た
一
々
の
伝
本
に
は
特
性
や
個

性
も
あ
ろ
う
。
書
写
、
す
な
わ
ち
一
つ
の
伝
本
の
誕
生
の
背
後
に
は
必
ず
人

間
の
営
み
が
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
伝
本
間
か
ら
過
去
の
人
間
の

交
流
を
想
像
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
つ
の
伝
本
を
一
人
の
人
間
に
見
立
て
、

伝
本
間
を
人
間
関
係
に
譬
え
て
み
る
と
い
っ
た
発
想
方
法
も
、
今
一
度
注
目

し
直
し
て
み
た
く
思
わ
れ
る
。

注（
1
）　
拙
稿
「『
鎌
倉
大
草
紙
』
一
刊
行
本
文
の
性
質
に
つ
い
て

　
　『
史
籍
集
覧
』

所
収
本
の
形
成
情
況

　
　
」（
二
〇
〇
五•

二
　『
日
本
文
学
研
究
』
四
四
。 

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版http://opac.daito.ac.jp/repo/repository/daito/3135 

/K
J00004392454.pdf

）。

（
2
）　
黒
田
日
出
男
氏
監
修
、
古
藤
田
純
一
氏
・
大
山
由
美
子
氏
編
（
立
正
大
学

16
世
紀
史
研
究
会
）『『
鎌
倉
大
草
紙
』
索
引
』（
二
〇
一
三
・
四

　
日
本
史

史
料
研
究
会
）・
呉
座
勇
一
氏
「『
鎌
倉
大
草
紙
』
と
小
山
義
政
の
乱
」

（
二
〇
一
七
・
三

　
義
堂
の
会
編
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
の
周
辺
』　
義
堂
の

会
）。

（
3
）　
拙
稿
「
架
蔵
写
本
『
鎌
倉
大
草
紙
』
紹
介
と
翻
刻
（
一
）」（
二
〇
一
二
・ 

一
　『
日
本
文
学
研
究
』
四
七
）・「（
二
）」（
二
〇
一
二
・
一

　
梅
光
学
院 

大
学
『
論
集
』
四
五
）・「（
三
）」（
二
〇
一
三
・
一

　『
日
本
文
学
研
究
』
四
八
）

・「（
四
）」（
二
〇
一
三
・
一

　
梅
光
学
院
大
学
『
論
集
』
四
六
）・「（
五
・
了
）」

（
二
〇
一
四
・
一

　『
日
本
文
学
研
究
』
四
九
）
い
ず
れ
も
山
口
県
大 

学
共
同
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
梅
光
学
院
大
学
リ
ポ
ジ
ト
リhttp://ypir.lib.

yam
aguchi -u.ac.jp/bg/Index.e

）
に
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
公
開
。
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（
4
）　『
日
本
文
学
』
六
九
―
七
（
二
〇
二
〇
・
七
）
特
集
「
文
献
学
を
と
ら
え
直

す
」。
ま
た
、
中
世
文
学
会
二
〇
二
〇
年
度
秋
季
大
会
に
お
い
て
も
、
竹
村
信

治
氏
に
よ
る
「
文
献
学
／Philologie

を
と
ら
え
直
す
」
と
題
す
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。

（
5
）　
山
上
登
志
美
氏
・
米
田
明
美
氏
・
髙
寺
直
子
氏
「
甲
南
女
子
大
学
図
書
館

蔵
　
松
林
靖
明
文
庫
調
査
報
告
」（
二
〇
二
〇•

三
　『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀

要
Ⅰ
』
五
六
）「
Ｃ

　
室
町
軍
記
と
そ
の
周
辺
」（
山
上
氏
）
10
『
鎌
倉
大
草
子
』。

（
6
）　
鶴
岡
八
幡
宮
悠
久
事
務
所『
悠
久
』一
五
一（
二
〇
一
七
・
一
一

　
お
う
ふ
う
）

八
六
頁
に
写
真
掲
載
さ
れ
た
鶴
岡
八
幡
宮
蔵
本
は
、
未
調
査
の
た
め
、
こ
こ

に
加
わ
る
か
否
か
等
、
本
稿
に
お
い
て
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
7
）　
同
本
は
、
旧
稿
に
述
べ
た
と
お
り
、「
彰
考
館
本
の
比
較
的
忠
実
な
転
写
本
」

だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
応
永
三
〇
（
一
四
二
三
）
年
小
栗
小
次
郎
記
事
に

お
い
て
登
場
す
る
荒
馬
に
対
し
、彰
考
館
本
が
「
人
を
も
○馬

く
い
ふ
み
け
れ
は
」

と
す
る
部
分
を
「
人
を
も
馬
○を

も

く
い
ふ
み
け
れ
は
」
と
す
る
と
い
っ
た
、
寧

ろ
彰
考
館
本
以
外
の
本
と
共
通
す
る
差
異
も
些
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
。
上
記

の
部
分
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
鎌
倉
大
草
紙
』
と
そ
の
周
辺

　
　「
作
品
」
と

し
て
考
え
る
た
め
に

　
　
」（
二
〇
二
〇
・
五

　
松
尾
葦
江
氏
編
『
軍
記
物
語

講
座

　
第
四
巻

　
乱
世
を
語
り
つ
ぐ
』　
花
鳥
社
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
た
だ

し
、問
題
の
荒
馬
の
表
現
は
、所
謂
「
小
栗
判
官
伝
承
」
に
お
け
る
「
鬼
鹿
毛
」

だ
け
で
な
く
、『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
名
馬
イ
ケ
ズ
キ
を
も
連
想
さ
せ
る
。

千
秋
本
に
限
ら
ず
各
本
に
お
い
て
、
親
本
を
忠
実
に
書
写
し
よ
う
と
す
る
意

識
と
は
別
に
、
次
元
の
異
な
る
操
作
が
無
意
識
的
に
働
い
た
可
能
性
も
あ
ろ

う
か
。
引
き
続
き
考
え
た
い
。

（
8
）　
扇
谷
上
杉
氏
に
つ
い
て
は
、
黒
田
基
樹
氏
編
著
『
中
世
関
東
武
士
の
研
究

　
第
五
巻

　
扇
谷
上
杉
氏
』（
二
〇
一
二
・
三

　
戎
光
祥
出
版
）
等
。

（
9
）　
伊
地
知
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
古

典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」https://w

w
w
.w

ul.w
aseda.ac.jp/koten 

seki/htm
l/bunko20/bunko20_00414/index.htm

l

に
て
参
照
可
。

（
10
）　
拙
稿
「『
禅
秀
記
』
を
め
ぐ
る
二
つ
の
環
境

　
　
浅
羽
成
儀
と
『
富
麓
記
』

と
　
　
」（
二
〇
〇
五
・
一
一

　『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
一
六

　
新
典
社
）
及

び
前
掲
注
（
7
）
拙
稿
参
照
。

（
11
）　
欠
脱
の
あ
る
ほ
う
を
文
書
の
本
来
と
捉
え
る
と
、『
結
城
古
文
書
』
が
彰
考

館
本
『
大
草
紙
』
等
の
影
響
下
に
あ
る
可
能
性
さ
え
生
じ
る
が
、
考
え
難
か

ろ
う
。
文
書
引
用
の
直
前
の
本
文
に
、「
御
教
書
を
給
上
総
介
関
東
の
諸
家

中
へ　

廻
状
を
送
ら
る
ゝ
」（
彰
考
館
本
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
も
と
も
と
文

書
中
に
も
「
御
教
書
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
た
可
能
性
の
ほ
う
が
高
い

と
い
え
る
。

（
12
）　
伊
地
知
本
の
末
尾
に
は
、「
右
鎌
倉
大
草
紙
以
屋
代
弘
賢
主
蔵
古
写
本
写
之
」

（
後
略
）
と
あ
る
が
、
天
理
付
録
本
に
は
、
屋
代
弘
賢
所
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
徴
証
は
見
ら
れ
な
い
。
前
掲
注
（
9
）
及
び
拙
稿
「
早
稲
田
大
学
図
書

館
新
収
『
鎌
倉
大
草
紙
』
に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
四
・
三

　『
早
稲
田
大
学
図
書

館
紀
要
』
五
一
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版https://w

aseda.repo.nii.ac.jp/? 
action=pages_view

_m
ain&

active_action=repository_view
_

m
ain

_item
_detail&

item
_id=

34749&
item

_n
o=

1&
pag

e_
id=13&

block_id=21

）・「『
鎌
倉
大
草
紙
』
伝
本
書
誌
目
録
稿
（
承
前
）」

（
二
〇
〇
四•

九
　『
古
典
遺
産
』
五
四
）
30
天
理
付
録
本
参
照
。

（
13
）　
①
～
③
の
三
例
の
み
か
ら
見
る
と
、
②
は
保
有
し
③
は
欠
脱
を
起
こ
し
た

小
群
に
属
す
孝
純
写
本
が
③
に
お
い
て
伊
地
知
本
と
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

孝
純
写
本
の
よ
う
な
本
か
ら
伊
地
知
本
が
書
写
さ
れ
た
際
に
、
偶
然
②
に
お

い
て
天
理
付
録
本
と
同
様
の
欠
脱
を
起
こ
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
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『
鎌
倉
大
草
紙
』
二
巻
本
系
統
／
彰
考
館
本
系
統
の
小
群

だ
が
、
②
よ
り
も
③
の
ほ
う
が
、「
而
」
と
い
う
文
字
を
介
し
た
目
移
り
に
よ

る
誤
脱
が
偶
然
に
起
こ
る
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
点
や
、
全
体
の
傾
向
か

ら
、
天
理
付
録
本
と
伊
地
知
本
と
を
同
じ
小
群
と
捉
え
る
（
こ
の
小
群
の
祖

本
が
、
前
掲
注
（
12
）
の
伊
地
知
本
末
尾
に
い
う
「
屋
代
弘
賢
主
蔵
古
写
本
」

に
相
当
す
る
か
）。
ま
た
、
し
た
が
っ
て
、
天
理
付
録
本
と
伊
地
知
本
と
の
間

に
お
い
て
は
前
者
が
後
者
よ
り
も
上
位
と
い
う
点
に
変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、

旧
稿
に
お
い
て
天
理
付
録
本
に
対
し
伊
地
知
本
を
「
同
文
」
と
説
明
し
た
不

備
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
訂
正
し
た
い
。

（
14
）　
長
尾
景
春
や
景
春
の
乱
に
つ
い
て
は
、
黒
田
基
樹
氏
編
『
中
世
関
東
武
士

の
研
究

　
第
一
巻

　
長
尾
景
春
』（
二
〇
一
〇
・
一

　
戎
光
祥
出
版
）・
同
氏
『
中

世
武
士
選
書
43

　
太
田
道
灌
と
長
尾
景
春
』（
二
〇
一
九
・
一
二

　
戎
光
祥
出

版
）
等
を
参
照
。
ま
た
、
前
者
に
収
め
ら
れ
る
先
行
論
文
等
（
前
掲
注
（
7
）

拙
稿
参
照
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
『
大
草
紙
』
の
関
係
資
料
『
太
田
道
灌
状
』

に
も
、
対
応
す
る
箇
所
と
し
て
、

　
　
然
而
果
而
五
十
子
被
及
御
難
儀
、
翌文

明
九年

正
月
十
八
日
、
東
上
野

江　

被
開
御

　
　
陣
候
、

　
　
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
引
用
は
、
こ
ち
ら
も
便
宜
的
に
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
編
『
大
日
本
史
料
』（
八
編
九
）
文
明
九
年
正
月
一
八
日
条
「〔
太
田
道
灌
状
〕

○
肥

前

」
に
よ
る
。
な
お
、肥
前
の
松
平
文
庫
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、埼
玉
県
編
『
新

編
埼
玉
県
史

　
資
料
編
5

　
中
世
1

　
古
文
書
1
』（
一
九
八
二
・
三

　
埼
玉

県
）
等
に
も
翻
刻
が
あ
る
。

（
15
）　
前
掲
注
（
12
）
拙
稿
。

（
16
）　
前
掲
注
（
3
）
拙
稿
の
「（
三
）」。

（
17
）　
年
号
を
「
応
永
」
と
す
る
伝
本
は
、
い
ず
れ
も
人
名
を
長
尾
「
景
久
」
と

す
る
と
い
う
点
も
、
関
係
を
示
す
要
素
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
か
。

（
18
）　
拙
稿
「『
鎌
倉
大
草
紙
』
伝
本
書
誌
目
録
稿
」（
二
〇
〇
三
・
九

　『
古
典
遺
産
』

五
三
）
11
孝
純
写
本
参
照
。

（
19
）　
前
掲
注
（
12
）。

（
20
）　
前
掲
注
（
3
）・「
早
稲
田
大
学
図
書
館
新
収
「
異
本
鎌
倉
大
草
紙
」
解
題 

　
　
東
博
本
系
統
本
文
の
特
徴
紹
介
と
し
て

　
　
」（
二
〇
〇
九
・
三

　『
早
稲

田
大
学
図
書
館
紀
要
』
五
六
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版https://w

aseda.repo.nii.
ac.jp/?action=pages_view

_m
ain&

active_action=repository_
view

_m
ain_item

_detail&
item

_id=34819&
item

_no=1&
page_

id=13&
block_id=21

。
学
術
文
献
刊
行
会
編
『
国
文
学
年
次
別
論
文
集

　

中
世
2

　
平
成
21（
2

　0
　0
　9
）年
』（
二
〇
一
二
・
一

　
朋
文
出
版
）に
再
録
）。

（
21
）　
前
掲
注（
3
）拙
稿
の
中
、直
接
関
係
す
る
の
は「（
三
）」（
本
文
）及
び「（
一
）」

（
凡
例
）。
な
お
、
東
博
本
系
統
に
お
い
て
は
、
当
該
部
分
を
含
む
長
文
の
欠

脱
が
あ
る
。
前
掲
注
（
20
）
拙
稿
。

（
22
）　
説
明
が
前
後
す
る
が
、
用
語
「
親
本
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
典
籍
書
誌

学
辞
典
』（
一
九
九
九
・
三

　
岩
波
書
店
）
等
参
照
。
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